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研究成果の概要（和文）：本研究では、コラーゲンペプチド摂取後のヒト血液中の食事由来ペプ

チドの量と種類について調べた。その結果、コラーゲンペプチド摂取量の増加に伴い、血中で

の食事由来ペプチド濃度も増加していた。また長期摂取によって、血液中の食事由来 Pro-Hyp
濃度が減少し、Hyp-Glyが増加する傾向が見られた。  
 
研究成果の概要（英文）：In present study, We quantified the concentration of food-derived 
peptides and identified the amino acid sequence of the peptides after oral ingestion of 
collagen peptides. The concentration of food-derived peptides in human blood dependently 
increased by the concentration of ingested collagen peptides. The food-derived Pro-Hyp 
decreased and food-derived Hyp-Gly increased in human blood by the long-term ingestion 
of collagen peptides. 
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１．研究開始当初の背景 
コラーゲンペプチドの経口摂取によって関
節や肌の状態が改善すると報告されている
が、そのメカニズムについては解明されてこ
なかった。近年、コラーゲンペプチド摂取後
のヒト血中で、Pro-Hypを主要成分とするペ
プチドが検出された。これより、血中で増加
するペプチド型 Hyp が生理活性を有するこ

とが考えられた。これまでに、コラーゲンペ
プチドの摂取量とヒト血中で Hyp 型ペプチ
ドがどのように増加するかは明らかにされ
ておらず、その種類についても網羅的な検索
は行われていない。 
２．研究の目的 
本研究では、異なる摂取量が血中の食事由来
ペプチド量へどのように影響するか？また
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そのペプチドの種類を網羅的に検索した。  
３．研究の方法  
2、10、25ｇのコラーゲンペプチド摂取前と
15、30、60、120、240、360分後に採血を行
い、得られた血漿中のヒドロキシプロリン
(Hyp)量と血漿加水分解物中の Hyp量を測定
した。血漿加水分解物中の Hyp量から血漿中
の遊離 Hyp量を引くことでペプチド型の Hyp
量を求めた。 
さらにコラーゲンペプチド摂取前と 1 時間後
に採取した血漿を，強陽イオン交換樹脂を用
いた固相抽出とゲルろ過クロマトグラフィ
ーによる連続的に溶出を行うことで血中の
ペプチドを分離した。さらに PITC誘導化試
薬によってゲルろ過クロマトグラフィー溶
出画分をプレカラム誘導化後、逆相クロマト
グラフィーによる分離を行った。 
４．研究成果 
コラーゲンペプチド摂取量の増加に伴い血
中で検出されたペプチド型 Hyp量が増加した。
さらに摂取量の増加に伴い血中でのペプチ
ド型 Hyp の残留時間および，ペプチドが最大
濃度に達する時間が延長された。 
血液中に移行した食事由来ペプチドはその 6
割以上が主要成分である Pro-Hyp が占め，
Hyp-Gly， Pro-Gly， Ala-Gly, Pro-Hyp-Gly, 
Ile-Hyp, Leu-Hyp, Glu-Hyp, が微量成分と
して検出・同定された。 
PITC 誘導化試薬を用いてプレカラム誘導化
法により，人血液から食事由来ペプチドを検
出・同定することが可能となった。この方法
は従来の誘導化試薬を用いない方法に比べ，
親水性ペプチドの分離を改善し，これまでに
検出されていないペプチドの検出・同定も可
能にした。 
食品由来ペプチドの機能性に関しては，国内
でいくつかの研究があるが，国外ではまだ少
なく今後，検出・同定されたペプチドの機能
性について明らかにすることは，日本が食品
科学分野でリードできる大きなチャンスで
ある。また、国内でも in vivoにおける研究
例は多いものの，実際ペプチド摂取後の血中
から有効成分となりうる食事由来ペプチド
の検出例は少ない。今後本方法をさらに改良
し，他の食事摂取後，血中でどのようなペプ
チドが増加するのか，さらにそのよう機能性
について検討していく。本研究は血液中へと
吸収されない，つまり有効成分となりえない
ペプチドについて研究を進めるといった無
駄な手順を回避する確実性の高い研究であ
る。 
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